












結論:(1)ケイ酸カラムを用いた LPC による尿中有機酸スクリーニングは、ライ症候群の診

断に役立つ可能性がある。(2)ライ症候群における尿中有機酸分画は治療後 24 時間以内に

著明に変化し、ライ症候群と診断するためには発症早期治療前のサンプリングが望ましい。 


